
宣 言 日 令和　2年12月28日

住 所 埼玉県入間郡毛呂山町大字毛呂本郷38

県内企業等の名称 社会福祉法人　埼玉医療福祉会

代 表 者 氏 名 理事長　丸木　清之

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

【記載留意点】
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

電気使用量の削減：10％

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

電気使用量の削減：3％

エネルギー使用量の削減

・基準：2020年度電気使用量535万
kwh（単位面積当たり）の平均値に対する
伸び率
・著しい気候変動の場合は調整あり
・データ：施設部作成資料

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

・当法人の基本理念である「限りなき愛」　　～　Eternal　Love　＆　Care　for　All～　ならびに、基
本理念である「すべての病める人々にまごころを持って臨みます」については、国連が定めたSDGｓの
基本的な考え方と極めて親和性が高いと考えます。
・したがって、SDGｓの理念の十分な理解のもとに、当法人の事業計画を着実に遂行していくことが
SDGｓ達成につながると確信しております。

社会福祉法人　埼玉医療福祉会

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会

新型コロナに負けない地域づくりのため虚
弱予防

＜新規事業＞
毛呂山町・越生町・鳩山町と連携したフレイ
ル予防事業（HAPPINESS館）
・基準：2020年度０人

＜2030年に向けた指標＞

フレイル診断利用者数：10人/月平均

＜取組開始３年後に向けた指標＞

フレイル診断利用者数：５人/月平均

経済

より多くのやる気のある人に質の高い教
育機会を提供

＜新規事業＞
奨学金制度の創設による就業支援
・基準：2020年度０人

＜2030年に向けた指標＞

奨学金利用者数：5人以上/年間

＜取組開始３年後に向けた指標＞

奨学金利用者数：2人以上/年間


